
洞爺湖町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画第４期計画（素案）に関する 

パブリックコメントに対する考え方について 
 
 
 

意見概要 考え方 
１ 町民意見を徴するには、提示の仕方を意見を出しやすいものにしてほし

い。 
 ホームページについて・・・どこの家庭にもパソコンはある状況にはない。

 役場での閲覧・・・資料が膨大で目を通すだけでも時間がかかり、メモや

内容の検討をしづらい。 

 洞爺湖町パブリックコメント制度実施要綱により定められた方法により計

画の公表等をしておりますが、町民の皆さんの意見等が更に出しやすくなる

よう、パブリックコメント制度実施要綱の内容を検討していきます。 

２ 計画（素案）の内容は数字だけでわからない。  

現在まで実施したことが数字に表されているものの分析がない。 
 
 

サービスの種類ごとに 若干のコメントを載せいていますが、計画のメイ

ンとなります介護保険料の数値を導くために、どうしても数字が多くなって

います。いただきましたご意見は、第 5期計画策定時において工夫をしてい
きたいと思います。 

数字の流れだけで将来につなぐのは安易すぎる。  これまでのサービスの利用実績や 65 歳以上の方々にアンケート調査を行
うなどをもとに計画を策定しております。 

政策を町として現状のどこが問題であり、将来改善しようとしている

のかを総合的に見た政策を示してほしい。 
 被保険者の増加や要介護（要支援）認定者数の推計も増加することが見込

まれるため、要介護状態の軽減及び要介護・要支援状態にならないための予

防対策の推進が重要となっています。本計画においてはこれらを含め、将来

推計と対策について総合的に記載をしています。 

 

町民（利用者）の立場から現状の政策で十分なのか不便さや困ること

がないのかをつかんでいないのでは改善にならないと思う。 
 町民（利用者）の皆さんの意見を計画に反映することを目的に、平成20年
8月に、要介護（支援）認定者の方全員（489名）と、65歳以上の一般高齢
者から 700名の方を選んでアンケート調査を実施しており、意見等を反映で
きるものは、計画に反映をしています。 

 


